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救いの神様に感謝を(詩編30:1-4）

「私は幸い、あなたも幸い」とお互いに言いましたが、その気持ちのように私たちクリスチャンがいつでも、どんなときでも、世の人にはない真の感謝を持って生きることができるとすれば、何があっても、すべてに打ち勝つことができると思います。感謝は力です。それから、クリスチャンが真の感謝を持っているとすれば、神様の答えの門が必ず開かれるはずです。そういう意味でクリスチャンとして今、礼拝をささげている一人一人はクリスチャンとしての真の感謝を、ぜひ見つけて回復する時にしていただきたいと思います。今日は特に初穂の刈り入れの感謝礼拝です。それは何かというと、エジプトから神様の救いの恵みによって脱出し、４０年間の荒野の生活が終わって、神様が約束されたカナンの地に入り、最初に収穫を刈り入れて、最初の収穫の麦を神様にささげながら、それを忘れないように毎年、神様がどのように神の民を安全に、また、約束したカナンの地に確実に行けるように守り通してくださったのかを覚えて、感謝をささげなさい。と同時に、これから本当に神様がそのように守られる方であれば余計な心配などしないようにと。「その神様を信じて信頼して勝利しなさい」そういう意味を持って、その感謝祭を守りなさいと神様が命じられました。今日、クリスチャンに今、求められる真の感謝とは何でしょう。それは武器でもあるし力でもあります。すべてに打ち勝てるようになります。逆に言うと、クリスチャンなのに、なぜ、私にはこのような感謝がないのか。なぜ、感謝できないのでしょう。それは言葉を変えますと感謝がない、感謝ができないというのは負けているということにもなります。感謝こそ勝利の力なのです。みなさんは今、本当に感謝しているのでしょうか。何のために、何のゆえに感謝しているのでしょうか。あるいは感謝していない方は、なぜ感謝できないと思うのでしょうか。そのままで良いのでしょうか。結論から申し上げますと、イエス・キリストが血を流されて救い出されたクリスチャン一人一人はだれでも世の人には真似できない感謝ができる方であるし、十分、感謝できるし、また聖書に書いてあるとおり、すべてのことに感謝するようになります。クリスチャンの私たちは、世の中の人が見たときには、不思議で不思議でしょうがない存在です。ぜひ、感謝するクリスチャンになってください。真の感謝はどこから生まれ、それは何なのでしょうか。
　
1． 真っ先に救いを感謝
今日の詩篇のダビデの感謝の告白からも見られるように、すべてを後に回して、真っ先に神様の救いを感謝すること、それが真の感謝であり、そのときにクリスチャンは感謝するものになります。ぜひ覚えていてください。真っ先に何もかも全部、後にして、真っ先に神様の救いを感謝すること、それが感謝です。そこから、スタートしなければなりません。
１）罪と罪過によって死んでいた私を
　私たちは自分でどれほど気づいているかは別にして、聖書には自分の罪過と罪との中にいた者であって、死んでいたと言われています。その自分の罪過と罪の中にあって死んでいた私たちを神様は生かしてくださり、そこから助け出してくださいました。それを救いと言います。自分が救われたことのゆえに感謝すること、それこそ真の感謝です。神様は自分では解決できない罪を持っている私たち一人一人の罪をすべて清めて、すべての罪を全部、許してくださいました。それが救いです。その罪があるゆえに、自分で願ってもいないのに、自動的に目に見えない悪い者、悪しき者、悪魔、サタンというものに、たましいと人生が捕らわれ支配され、運命に捕らわれるしかなかった、自分ではそこから抜け出すことができないものだったのに、そのサタンの頭を完全に踏み砕いて、サタンの手から私たちを引き上げ解放してくださいました。それを救いと言います。私たちが救われるまでは、生まれたままの状態では自分でも知らないでしょうけれども、のろいの運命の世界に捕らわれていたので、別にその人が悪いか良いかとは関係なく、人生疲れて、ひびが入って壊れていくしかないようになっていました。何かの問題があるからではなくて、何をどう暴れて、あがいていても、世界が滅びるしかない運命に捕らわれていたので、人生疲れて、さまざまな苦しみを味わい、ひびが入り壊れ、悲しくなり、重荷を背負って疲れるしかない人生でした。根本的にそのように捕らわれていました。どうしようもできませんでした。科学が発展し、教育が発展していても、その問題はちっとも改善されないし、手をつけることができない世界に閉じ込められ、まるで泥沼の中に閉じ込められていた状態だったのです。それが罪と罪過の中に死んでいたという意味です。「なぜ、自分の人生こんなに辛い、こんなに悲しく嫌なことがたくさんあるのでしょうか」それは誰かのせいではありません。そうならざるをえない泥沼の中に私たちは閉じ込められていたのです。救われたというのは、そののろいの運命の泥沼の中から私たちを完全に引き上げて神の恵みの世界に導き入れられたことを救いと言います。もう二度と、その滅びの、やみののろいの運命とは縁が切れて、関係ないものとして助かるようになりました。それが救われたということです。言葉を変えますと、救われていなければ、お金があろうがなかろうが関係なく、そののろいの運命の泥沼の世界に、依然、閉じこめられている状態なので、何の希望も良いこともありません。幸いなことに、自分ではどうすることもできないのに、そこから神様は私たちを解放させ、私たちを助け出して、救ってくださいました。それが救いなのです。
２）イエスさまがあがないのいけにえになって
しかも、神様は罪過と罪との中に死んでいた罪人だった私たちを救うために、ひとり子イエス・キリスト、罪のないメシヤ、イエス・キリストを私たちの身代わりとして十字架に引き渡されました。つまり、あがないの犠牲のいけにえにされて、そのような犠牲を払うことによって、私たちが救われるようにしてくださったのです。その救いの祝福のことを覚えるときに、私たちは感謝するわけです。その感謝が真の感謝です。それから、サタンがいつもクリスチャンをだましていますが、もう一度、繰り返して申し上げます。何もかもを後にして、真っ先にこの救いのことを思い出して、感謝するところからスタートしないと真の感謝はできません。クリスチャンの感謝は、何かがうまくいくから感謝する、そういう感謝ではありません。救いの感謝なのです。私は神によって救われました。しかも、罪人であるどうしようもない、みじめな人生である自分の救いのために、尊いひとり子イエス・キリストが十字架で私の代わりに血を流されて死なれました。あがないの犠牲のいけにえになられて、それで私が救われました。なんと感謝でしょうか。それを感謝するのです。
３）神様の愛と恵みで
　そこに神様の愛があります。ですから、私たちの感謝、クリスチャンの真の感謝のスタートは神様の愛です。計り知れない、計算に当てはめられない、神様の愛に感謝することです。そして、そこに神様の恵みという不思議な神様の祝福があります。恵みとはいったいなんでしょうか。救われる、愛される価値などまったくないのに、わけがわかりませんけれども、神様は一方的に、無条件に、私たちを愛し、私たちのためにイエス・キリストを犠牲にされ、私たちをのろいの運命の泥沼、罪から私たちを引き上げ、救われました。それが恵みということです。資格がないのに、祝福の結果が私のものになっていることを恵みと言います。その神様の愛、神様の恵みのことを覚えて、「神の愛が私に届きました。私は世の中には見ることができない、計り知れない、計算できない神の愛によって愛されているものです。神の恵みが届いて、神の恵みが注がれたもので、その結果、ぼくは救われました」と感謝すれば良いのです。すべての罪が赦されました。運命の人生がもう終わった。地獄の運命は、もうさようなら。しかも、その結果、光の神の世界に、神の子どもになったのです。なんと感謝でしょうか。
４）他の条件をつけないで
この救われたことを感謝することに対して、他の条件をつけないで感謝すること、これが真っ先に感謝することです。そうすると、約束します。最初、すぐに結果が出なくても、それにあまり惑わされないで、いつも真っ先にこの救いを心から感謝してみてください。覚えて、思い出して感謝してみてください。他の条件をつけないで感謝してみてください。だんだん自分自身が、自分の周りが、自分の人生が変わることに気づくようになると思います。それは努力によって、あるいは、真心を持って頑張るから変わるような、そういうことではありません。人生はそのようにして変わるものではありません。この救いのことを心から本当に感謝することです。しかも、真っ先に感謝するときに、不思議なことに変わります。そこにパワーが現れるようになります。しかし、残念ながらクリスチャンの方々は、この感謝を失ったまま、他に理由があるかのように思って、他のところを叩いています。そうではありません。神の愛は、神の救いの力は、そんなにちっぽけな、ややこしいものではありません。真っ先に何もかも全部後にして、この救いのことを感謝するようになれば、必ず、勝利の門が開かれるようになります。必ず、変わります。私たちが心配していたことが、不思議なことに、そこに神の栄光が現れるようになります。ですから、ぜひ、人間的にはもっともな理由になるかもしれない、その理由によって、この救いの感謝を預けておくことをしないでください。「今、こんなに大変なので、この大変なことが終われば感謝します。そのときまでは感謝をちょっと預けておきましょう」この真の感謝は預けるものではありません。サタンは「今の私の状況、私の問題がわかれば感謝など言えないでしょう。感謝などという言葉は述べられないでしょう」とついつい思わせます。それで、「感謝はちょっと預けよう、延期しよう」と思うのですが、それがだまされることなのです。真の感謝は救いのことを感謝することなので、何が何でも条件をつけないで、やりとりしないで、真っ先に感謝するようにしてください。言葉を変えますと何があっても、どのような理由によっても邪魔されないで、妨害されないように。この感謝は妨げられてはいけません。真っ先に感謝してください。それが真の感謝です。この真の感謝をわかっていないので、多くの人が感謝したり、感謝しなかったり、預けたり、やったりやらなかったりの状態が続くのです。それでクリスチャンとしてのパワーがなかなか見られません。神様はみなさん一人一人、自分で自分自身を見たときにも、周りからお互いを見たときにも、「あなたをとおして、おまえをとおして、この日本の世界が変わって、世界の福音化などありえない、考えられない」と思われるみなさんでありますが、そのみなさんをとおして神様は日本を変えて、次の世代を育て、世界を変えることにしました。感謝しましょう。感謝さえあればクリスチャンだけに許された真の感謝さえ回復すれば、十分、そのようになれます。それが今までの歴史なので、そんなにすごいと思えない方々が隣にいても感謝してください。神にはおできになれます。この感謝祭でなくても、いつも感謝しなければならないのでしょうが、私はこの１週間、ものすごく感謝することになりました。教会にはいろいろな方が来ていらっしゃいます。またレムナントにもいろいろなレムナントがいます。人間の目線から見たときには「合格。いいね。よかったね」と言えない、そう言い切れない人がほとんどです。それで、「それがなんとかなって、補われて立派なクリスチャンになってください」と、いつも牧師は祈っていました。もちろん、その祈りは間違いありません。でも、自分でも気づいていませんでしたが、心の底に「立派なクリスチャンにならないとだめだ」という思いがどこかにあったかもしれません。それがだめなのです。今のままで十分、感謝しないといけません。逆に、みなさんが教会に来ていることを見ると奇跡なのです。いつも居眠りしながらも、日曜日に教会に来ているのを見ると、「これこそ福音的だな」と思うのです。もし私だったら、そんなにいつも居眠りをしてみっともない者であれば、「もう行きたくない。行ってはだめでしょう。行ってもしょうがないだろう」と思うでしょうが、にもかかわらず、毎週、毎週、大胆に、堂々と来ていらっしゃるというのはどれほど福音的でしょう。それから、いつも立派な方ばかりいれば、牧師は怠けるようになります。この人も、ああいう方も、あのような問題の人もいろいろいるから、牧師はいつも良い意味で、新鮮な緊張を保てるようになるので感謝じゃないでしょうか。なんでも感謝なのです。それが、信徒のために祈るという名目で、どこかで暗いものが私の心をとらえていたのではないかという思いがありました。それで、すべてに感謝しました。特に、柳先生のメッセージの中でも聞かれたと思いますが、人間の脳の中には松の実のような小さなものがあって、どのように思うのかが必ず、そこに入っていて、科学的に、それがその人の体、人生に移って、そのまま現れるようになっているようです。それで本当なのか、嘘なのか、現実なのかどうかなどとは関係なく、悪いものが入ると、必ず悪い結果が出るようです。それで聖書には「すべてに感謝しなさい」と勧めているのです。私を無視する者がいても、私が自分の弱いところが正しく補われるチャンスなので、それも感謝ですと、なんでもかんでも良いものを全部チェックして、良いものを入れないといけません。どんなに本当でも悪いものが入ると、悪い結果が出るので、そんなマイナスになる商売はやってはいけないでしょう。お金の計算はみな精通しているのですが、そのような計算はみんな鈍いようです。ですから、すべてに感謝しないといけません。それが真の感謝ですが、その感謝のスタートは、真っ先に、とりあえず、とにかく救いを感謝するところからです。これはどのような理由でも奪い取ることができないものです。私たちは、ついつい奪われているだけであって、これを感謝するのです。ぜひ、お願いします。感謝を預けることがないように。それをどこか保管するような場所はありません。感謝の保管はありませんので、いつもみなさんが持っていないといけません。感謝しましょう。
2． 完璧な救いを感謝
それから、救いを感謝するのと同時に、単なる救いでなく、その神様の救いが完璧なものであることに感謝しましょう。神様がイエスをとおして私たちに与えられるその救いが９０％が未完成なものではなく、どこか穴が開いているようなものではなく、完璧なものだと聖書は語っています。完璧であるゆえに感謝、それが真の感謝です。もちろん、地域礼拝でも申し上げましたように、この完璧というのは私たちには概念がありません。人間、世の中には完璧というのは存在しないので、この言葉は神のみ当てはまる概念です。神様の救いなので、神様ご自身が完全であり、その神が与えられた救いも完全で完璧なはずです。そして、聖書がその証拠です。そのことのゆえに感謝しましょう。イエス・キリスト、救い主が十字架の上でおっしゃいました。「すべてを完了した」と。
１）完全な解放
つまり、私たちの救いはどれほど完璧なのかというと、以前の人生、罪ある滅びの過去から完全に解放されました。何があっても、もう二度と戻ることはありません。その完全なる解放、もう終わったということに感謝なのです。今、みなさんに問題があり、弱さがあり、いろいろなことがあっても、それと関係ありません。救いが神による救いなので、その救いそのものが完璧で完全なので、私たちに問題になることはありません。救いが完全なので。私が弱い者でも関係ありません。救いそのものが完全なるものなので。
２）完璧な同行
しかも、その救いは解放されただけでなく、救いは真の創造の神様、完全なる完璧な神様が、私とともにおられて永遠に離れることなく、いつも、いつも一緒にいらっしゃること、それが救いです。いつもともにおられることが完璧なのです。つまり、完璧にともにおられ、完璧に私のこと、私の人生を守って導き、同行されます。それを、属的な表現で言いますと「神様が同行されること、はんぱないね」です。わかりますか。私たちが考えているような、みなさんのちょっとした何かによって、右に左に行ったり来たりするような救いではありません。神がともにおられ、みなさんの人生を責任もって導かれることは完璧なのです。それが聖書の証拠でしょう。アブラハムの家系のことを見てください。アブラハムは偶像だらけの過去を持っていました。関係ありません。アブラハムはいろいろな失敗や不信仰がありました。にもかかわらず、神にはマイナスがありません。神は負けることがありません。神の愛と神の救いは守りとおせます。ヤコブという人間は、現実、その人間性にものすごい問題がありました。にもかかわらず、それが問題にならないように、そのすべてを全部、抱きしめて神様は完璧に勝利へと守り導かれました。それが証拠です。ヨセフの場合はものすごい迫害や患難が自分の力ではそうすることもできない、ものすごい壁にぶつかっていたにもかかわらず、神様の導き、神が同行されることは、それも問題にならないほど完璧でした。完璧という言葉が喜びとなり、感謝にならないといけません。
３）永遠な保障
しかも、その救いは永遠に保障されます。その救いは私たちが永遠に保障される過去も、今、現在も、これからの未来もすべて完璧です。まず、自分が完璧なのかどうか、それを見る前に、神の救いが完璧であることを思い出してそのことのゆえに安心して感謝してください。もし、みなさんが完璧であれば救いはいらないでしょう。完璧でないから、完璧であられる神がともにおられ完璧な祝福を与えられました。それが感謝です。つまり、言葉を変えますと、どのような現実ででも、この感謝を奪い取ることができるものはありません。なぜでしょう。神の導き、神が同行されることは完璧だからです。初穂の刈り入れの祝福の感謝祭の本命が何かというとこのことなのです。エジプトから救い出されたイスラエルの民が４０年間、荒野を転々としました。その状況を見ると、絶対にカナンに行けないような状況なので、どう計算しても砂漠があり、２００万人以上の人間がいて食べ物もない、それで飲み物、食べ物に困って、砂漠の気候にやられ、そこに先に住んでいた敵にやられたり、様々なことがありました。それで、それが問題だったのかと問われることが、初穂の刈り入れの祝祭なのです。いろいろあったでしょう。現実、様々な問題があったでしょう。にもかかわらず、神の救い、神が守りとおされる、神が同行されるというのが、救いの意味なのですが、「それは完璧だったのではないか。その結果、カナンの中に入って、そこで収穫を手に入れるようになったのではないか」。現実、そのとき、そのとき考えると「だめだ。どうしよう、大変だね」といろいろなことを考えるかもしれません。でも、「そうでないでしょう。普通の人だったらそうでしょうが、あなたがたは救われた神の子どもだ」と思い出してください。神の救いは完璧だったのではないか。それが初穂の刈り入れの感謝祭のメインメッセージです。ですから、真の感謝というものは「神は損しないし、神は負けない」それが感謝でしょう。いつも現実に良いことがあるから感謝する、そういう感謝では人生、生きていけません。クリスチャンとしての神の答えをなかなか見ることができません。その感謝でなく、救いの祝福が完璧であることのゆえに感謝しましょう。「今、死の影の谷を歩きながらも、救いは完璧なので、これもすべて益となるだろう」と感謝します。その感謝が真の感謝なのです。その感謝がすべてに勝てる感謝です。つまり、救いを真っ先に感謝して、しかも、その救いが完璧な祝福だということを、せひ、証拠をとおして確認して、聖書をとおして握ってください。神様ご自身が完璧な方だからです。これがクリスチャンです。昔からもありましたが、特に現代社会においては、現実にどれくらい利益が出るかによって評価される社会なので、クリスチャンも現実にどれくらい効果があったのかによって、感謝するかしないかが左右される傾向にみな、だまされています。それが少し固い場合は霊的な問題と言うのです。だから、感謝ができません。クリスチャンだけにある感謝があります。「でも、今、だめなのに感謝だけ、気持ちだけあれば良いのでしょうか」ではありません。その感謝が勝利を呼ぶのです。現実に負けないでください。現実がどうであれ、救いの祝福が完璧であるがゆえに感謝します。
3． 困難の中でも感謝
そういうわけで、クリスチャンの真の感謝の感謝祭をとおして、私たちが回復しなければいけない感謝の内容は、苦しみの中でも、困難な中でも感謝することです。つまり、苦しみや困難の中でも感謝を奪われない、その感謝が真の感謝です。なぜでしょうか。救いの祝福は完璧なのです。
１）苦難の中でも
だから、苦難の中にいても感謝します。苦難そのものが感謝という意味ではなく、その中で感謝することです。刑務所の中に入っていても、そこでも神様は、神のなさることを止めないで、損しないで進めていらっしゃいました。神には損することはありません。それが感謝です。それで、苦難の中でも、死の影の谷を歩きながらも、濡れ衣を着せられても感謝するのです。これが感謝です。なぜでしょうか。濡れ衣も救いの完璧な祝福を超えることはできません。結局は、こういった私たちが考えたときは、「すぐだめだ。ああだ」と思われるすべてを働かせて益としてくださるようになるので、それが救いというものです。
２）弱い中でも
ですから、苦難の中でも、自分の弱さの中でも、極端に言うと、自分が失敗した中でも感謝することが、真の感謝です。さっきも申し上げましたように弱い人、また自分の弱さの中で、自分自身を責めたり、悔恨の気持ちになるのは、良心的かもしれませんが、福音的ではありません。失敗が感謝だという意味ではありません。失敗の中でもそれをとおして、いろいろなことに気づき、結局、神の恵みが何か切実に味わうようになります。感謝ではないでしょうか。「すべてのことに感謝しなさい」と言われています。特に、親の方々は、子どもに対して、「神の子どもなので、神の子どもは立派でないといけない」というカットラインを設けて、子どもたちを責め立てると、子どもたちはだんだん教会から離れていきます。そして、結局は「神様なんか信じない」と言いますが、それは信じないからではなく、自分で神の子どもは良いとわかっているけれど、それが負担になるのです。「神の子どもだから、立派じゃないといけない」という法則は聖書にありません。ですから、特に、親の方々は、そういう意味で責め立てたり、文句を言うと、正しい話なので、それを実は律法と言うのです。子どもたちは、別にもっともな話なので、言葉では抵抗できないのですが、だんだん心から苦しくなります。自分で神の子どもであることが苦しくなり、神の子どもでない方が楽かなと思い、「信じない」という気持ちにまでいったりするのです。本当はそういう気持ちではありません。弱さを持っていても、失敗をしていても、だからキリストが十字架で死んでくださったのです。だから、私たちが責めたてることによって人が変わる、私たちが愛の思いを持って真実な思いでぶつかると変わるとか、それは勘違いです。神の恵みの他に人間は変わりません。自分が正しいことを持っているから、それを押し付けると、相手も正しくなるというような勘違い、それは律法です。負担になります。神の子どもであることがうれしくならないといけません。こんなに失敗するけれども、それでも神様は、恵みによって私を扱っていらっしゃるのでありがとうございます。勇気を持って失敗をわざと犯すという意味ではありません。また、そのようにはならないでしょうが、私たちは、みな弱さを抱えて、失敗をしでかす、そのような存在なのです。それを「神の子どもはみんな立派でないといけない」とカットラインを設けて、それに至ってない場合は責め立てたりすれば、嫌になるのではないでしょうか。弱さの中でも感謝してください。
３）うまくいかない中でも
特に、何かが思いどおりにうまくいかないときも、感謝してください。それが真の感謝です。なぜでしょうか。救いは完璧なので。うまくいかないけれど、うまくいかないことではありません。うまくいかないことによって、私たちは、いろいろな自分の根本と基本を振り返る機会になるし、未来に備えて整えられる機会になるし、それから、より素晴らしい違う門が用意されている側に導かれるチャンスにもなるし、いろいろと感謝なのです。それから、あまりにも私たちがそのような器がまだないのに、すべてがうまくいくと、おいしすぎて急いで、焦って食べ過ぎて、食あたりになる場合と同じように、そのような食あたりにならないようにブレーキをかけるということもあるのです。なんでもかんでも、すべて感謝なのです。うまくいかないときでもです。うまくいかないことを合理化しようという意味ではありません。とにかく、感謝を奪われてはいけません。というわけで、それが本当なのかどうかは別にして、心配、不安、不平、不満、自分自身を責めること、相手を批判することなど、全部ひっくるめて不信仰に当たるのです。私たちの思いの中に不信仰がいつも入ってくることができないようにカットしながら感謝してください。すべて益となり、すべて良いことが必ずありますから、困難の中、苦しみの中でも感謝してください。その感謝は私たちの感謝の基準は何かがうまくいって、現実に目に見えるものに保障されると感謝、そうでないとがっかりという基準でしょう。その考え方を全部、変えてください。神に、救いに問題はないし、神は損することはありません。つまり、救われた私たちも損することはありません。すべて益となるはずです。そういうことによって感謝するのです。これが真の感謝です。真っ先に救いのことを感謝し、他のことを考える前に。そして、その救いがどれほど完璧でしょう。完璧なので、私たちのすべては崩れていかないといけません。結局は自分自身を捨てないといけません。２部の礼拝でも、この続きを申し上げますが、自分を否定すること、それが信仰生活です。なぜでしょうか。神の救いが完璧だからです。それならば、苦難も、苦しみも、うまくいかないときも、弱さや失敗でさえ、そこでも感謝することができるし、感謝しないといけません。だから、パウロが「すべてのことに感謝しなさい」という意味が分かったのです。感謝と同時に、戦わないといけません。今まで私たちの中には無意識的に長い間、不信仰なもの、律法的なものがいっぱい入っているから、自分の考え方を変えないといけないと認めてください。全部、チェンジしないといけません。この神のメッセージを自分の思いの中に入れるようにしてください。それで、何があってもいつも感謝するように。感謝を逃してしまうと、みなさんの脳の中に、本当でも違うものが入ると、その結果は必ず身を持って味わうようになります。たとえば、教会の中に、本当にものすごく見苦しい信徒さんがいたとしても、だからといって不平、不満を持つようになれば、それが自分自身をむしばむようになります。相手が悪いのに、自分自身がやられてしまうのです。だから、そこでも感謝を見つけ出さないといけません。すべてに感謝、すべて良いことを考えないといけません。このようにメッセージをすると、みなさんはもっともっと安心して居眠りを自由にするような雰囲気になるかもしれません。それは、みなさんしだいです。でも、私はだまされないで、それを見ながら微笑み感謝するつもりです。教会で牧師の言うことを聞かないで、いつも、心配ばかりかけるクリスチャンやレムナントはいるでしょうか。だからといって、「私は神様にも見放されているだろう。もうちょっと立派になって戻って来よう」と離れることをしないように。それはバカです。だからこそ、神様の恵みなのです。そのような方がいても腹を立てないで感謝しますから。「牧師が居眠りしないように、緊張を与えてくれてありがとう」と感謝です。
結論

すべてのスタートを感謝にしてください。何より、スタートを救いを黙想しながら、救いが完璧であることを認め、その救いで幸せになりましょう。一番、大切なのは、みなさんの心と思いなのです。そこに感謝があるか、あるいは、不平不満、心配があるか、結果は必ず出ます。「今、雷が鳴り、絶壁から落ちそうになっていても感謝しますか」そのときでも、悪い思いをすると、悪い結果になります。そのときでも、良いこと、感謝を失ってはいけません。クリスチャンは感謝の者なのです。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、今日、私たちに神様が感謝せざるをえないものであることを教えてくださり、ありがとうございます。またクリスチャンの真の感謝が何か教えてくださり、どうか神様、今までの感謝、基準を全部変えて、何があっても感謝することができる、真の感謝を救いから、回復することができるように聖霊様が一人一人の思いを守ってください。私たちも何より、自分の思いと自分の心を、感謝を持ってしっかりと守るクリスチャンになるように、一人一人を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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